
（19）

は
じ
め
に

福
島
原
発
事
故
以
降
、
原
発
の
安
全
性
だ
け
で
な
く
、
そ
の
効
率
性
や
経
済
性
へ
の
疑
問
が
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
電
力
な

ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
も
強
ま
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
や
期
待
が
強
ま
っ
て
い
る
。

本
年
の
株
主
総
会
で
も
、
原
発
事
故
や
今
後
の
原
発
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
東
京
電
力
を
は
じ
め
と
す
る
電
力
各
社
の
総
会
が

メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
た
が
、
そ
れ
以
外
の
企
業
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
が
議
論
さ
れ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
よ

う
に
定
款
変
更
を
行
い
、
事
業
目
的
に
加
え
る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。

す
で
に
商
社
や
メ
ー
カ
ー
は
、
海
外
に
お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
研
究
開
発
や
投
資
を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、
国

内
で
の
本
格
的
な
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、
大
手
商
社
は
、
風
力
発
電
事
業
な
ど
に
相
当
額
の
投
資
を
海
外
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
電
機
メ
ー
カ
ー
は
、
国
内
で
の
拡
大
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
成
長
戦
略
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
普
及
・
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
政
府
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
政
策
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
の
出
資
を
募
る
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
と
機
関
投
資
家

や
金
融
機
関
か
ら
出
資
を
募
る
大
型
フ
ァ
ン
ド
の
事
例
を
紹
介
し
た
上
で
、
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
検
討
し
、
今

後
の
展
開
を
考
察
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
の
現
状

松
尾
　
順
介



１
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
１
）

と
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
義
と
し
て
用
い
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
由
来
す
る
太

陽
光
・
熱
、
風
力
、
波
力
、
海
洋
温
度
差
、
地
下
マ
グ
マ
に
由
来
す
る
地
熱
お
よ
び
地
中
熱
、
引
力
に
由
来
す
る
潮
力
、
さ
ら
に
小

水
力
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
が
含
ま
れ
る
。
小
水
力
の
定
義
は
明
確
で
は
な
い
が
、
発
電
用
ダ
ム
で
は
な
く
、
自
然
の
水
流
の
高
低
差

を
利
用
す
る
も
の
で
、
出
力
一
万
kW
以
下
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
元
来
生
物
資
源
量
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
動
植
物
に
由
来
す
る
有
機
物
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
可
能
な
も
の
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
原
油
、
石
油
ガ
ス
、

可
燃
性
天
然
ガ
ス
、
石
炭
な
ど
は
除
く
）。
具
体
的
に
は
、
一
次
産
業
系
資
源
（
木
質
系
・
農
畜
産
系
）
と
廃
棄
物
系
資
源
（
一
般

廃
棄
物
・
工
業
廃
棄
物
）
に
わ
か
れ
る
。
日
本
で
は
、
一
般
廃
棄
物
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
が
九
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。
一
般
廃
棄
物
を
利
用
し
た
も
の
と
し
て
は
ご
み
処
理
場
で
の
発
電
施
設
が
挙
げ
ら
れ
、
産
業
廃
棄
物
を
利
用
し
た
も
の
と

し
て
は
、
木
く
ず
、
建
築
廃
材
な
ど
を
原
料
と
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
莫
大
な
要
素
賦
存
量
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
導
入
可
能
か
ど
う
か
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
試
算
や
推
計
が
あ
る
が
、
国
内
で
の
導
入
可
能
量
を
包
括
的
に
試
算
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は

環
境
省
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
」
（
２
）

を
紹
介
す
る
。
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
普
及
施
策
の
検
討
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
度
と
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
度
に
行
わ

れ
た
。
特
に
、
こ
の
調
査
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
現
在
国
会
審
議
中
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
量
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
（
以

下
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
（
３
）

が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
具
現
化
す
る
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
報
告
書
で
は
、
用
語
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
①
賦
存
量：

設
置
可
能
面
積
、
平
均
風

（20）



速
、
河
川
流
量
等
か
ら
理
論
的
に
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
量
。
現
在
の
技
術
水
準
で
は
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
も
の
を
除
き
、
種
々
の
制
約
要
因
（
土
地
の
傾
斜
、
法
規
制
、
土
地
利
用
、
居
住
地
か
ら
の
距
離
等
）
を
考
慮
し
な
い
も
の
。
②
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル：

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
採
取
・
利
用
に
関
す
る
種
々
の
制
約
要
因
に
よ
る
設
置
の
可
否
を
考
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

量
。
種
々
の
制
約
要
因
に
関
す
る
仮
定
条
件
を
設
定
し
た
上
で
推
計
さ
れ
る
。
賦
存
量
の
内
数
と
な
る
。
③
シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能

量：

事
業
収
支
に
関
す
る
特
定
の
シ
ナ
リ
オ
（
仮
定
条
件
）
を
設
定
し
た
場
合
に
具
現
化
が
期
待
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
量
。
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
内
数
。
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
と
に
建
設
単
価
等
を
設
定
し
た
上
で
事
業
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
税

引
前
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
部
収
益
率
（
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
が
概
ね
八
・
〇
％
以
上
と
な
る
も
の
を
集
計
し
た
も
の
。
な
お
、
こ
こ
で
の
シ

ナ
リ
オ
と
し
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
対
応
シ
ナ
リ
オ
、
技
術
革
新
シ
ナ
リ
オ
、
補
助
金
対
応
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
図
表
１
で
あ
り
、
そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル：

太
陽
光
（
非
住
宅
系
）

一
・
五
億
kW
、
風
力
一
八
・
六
億
kW
、
中
小
水
力
一
四
〇
〇
万
kW
、
地
熱
一
四
〇
〇
万
kW
で
あ
る
。
②
シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能
量：

Ｆ
Ｉ
Ｔ
対
応
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
風
力
一
・
四
億
kW
、
太
陽
光
〇
kW
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
＋
技
術
革
新
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
風
力

四
・
一
億
kW
、
太
陽
光
七
二
〇
〇
万
kW
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
＋
技
術
革
新
＋
補
助
金
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
太
陽
光
は
最
大
一
億

kW
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
は
、
デ
ー
タ
や
想
定
数
値
な
ど
の
点
で
様
々
な
課
題
は
あ
る
が
、
国
内
の
最
大
需
要
量
が
約

一
・
八
億
kW
（
最
低
四
〇
〇
〇
万
kW
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
相
当
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
。

２
　
立
山
ア
ル
プ
ス
小
水
力
発
電
事
業

現
在
、
全
国
初
の
市
民
出
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
小
水
力
発
電
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
募
集
を
行
っ
て
い
る

の
は
、
長
野
県
飯
田
市
で
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
・
運
用
し
て
い
る
「
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
株
式
会
社
」
で
あ

（21）
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図
表
１
　
各
種
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
・
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能
量
（
設
備
容
量
：
万
kW
）

※
１
　
上
記
の
数
値
は
設
備
容
量
（

kW
）
単
位
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
標
準
的
な
設
備
利
用
率
も
異
な
る
た
め
、
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
で
単
純
な
比
較

は
で
き
な
い
。

※
２
　
上
記
の
数
値
は
既
開
発
分
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
推
計
し
た
。
但
し
既
開
発
分
は
事
業
採
算
性
以
外
の
観
点
で
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
単
純
な
比
較

は
で
き
な
い
。

※
３
　
補
助
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
本
表
で
は
事
業
費

1/3の
補
助
金
導
入
を
想
定
し
た
シ
ナ
リ
オ
（
熱
水
資
源
開
発
の
み
調
査
費

100％
補
助
を
含
む
）
を
掲
載
し
た
。

※
４
　
太
陽
光
発
電
の
耕
作
放
棄
地
は
、

21年
度
調
査
で
は
「
低
・
未
利
用
地
」
の
一
区
分
に
し
て
い
た
が
、
他
の
低
・
未
利
用
地
と
導
入
可
能
量
の
推
計
方
法
等
が
異
な
る

た
め
、
別
途
区
分
し
た
。

※
５
　
風
力
発
電
は
地
域
偏
在
性
が
極
め
て
強
く
、
電
力
系
統
に
与
え
る
影
響
等
を
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
６
　
中
小
水
力
に
お
け
る
上
下
水
道
・
工
業
用
水
道
の
値
は
、

21年
度
調
査
に
お
け
る
推
計
値
を
引
用
し
た
。
な
お
、
今
回
の
調
査
で
使
用
し
た
賦
存
量
等
の
推
計
方
法
に

つ
い
て
は
、
比
較
的
規
模
が
大
き
い
も
の
で
は
過
小
評
価
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
こ
と
へ
の
対
応
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

※
７
　
地
熱
発
電
の
う
ち
温
泉
発
電
は
、

53～
120℃

の
低
温
域
を
活
用
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
一
部
に
な
る
が
、
自
然
湧
出
温
泉
又
は
既
開
発
温
泉
を
活
用
す
る
た
め
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
低
減
で
き
る
の
で
、
シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能
量
等
に
お
い
て
は
外
数
と
な
る
。

地
熱

発
電

2,357
446

エ
ネ
ル

ギ
ー

賦
存
量

小
区
分

導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能
量

補
助
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
導
入
可
能
量

基
本
シ
ナ
リ
オ
１

（
FIT対

応
シ
ナ
リ
オ
）

基
本
シ
ナ
リ
オ
２

（
FIT＋

技
術
革
新
シ
ナ
リ
オ
）

補
助
シ
ナ
リ
オ
１

（
基
本
シ
ナ
リ
オ
１
＋
補
助
金
）

補
助
シ
ナ
リ
オ
２

（
基
本
シ
ナ
リ
オ
２
＋
補
助
金
）

太
陽
光

発
電

（
非
住

宅
系
）

公
共
系
建
築
物

2,315
0

0～
1,039

0～
1,039

1,039～
2,069

発
電
所
・
工
場
等

2,896
0

17～
1,392

0～
1,392

1,401～
2,043

低
・
未
利
用
地

2,735
0

0～
129

0～
129

129～
286

耕
作
放
棄
地

6,983
0

0～
4,661

0
4,315～

5,785
小
計

14,929
0

17～
7,221

0～
2,560

6,884～
10,183

風
力

発
電

陸
上
風
力

132,233
28,294

2,437～
13,764

27,374
12,930～

26,485
28,294

洋
上
風
力

157,262
0~

300
14,108

31～
32,782

124,383
小
計

（
132,233）

185,556
2,437～

14,064
41,482

12,961～
59,267

152,677

中
小

水
力

発
電

河
川
部

1,655
1,398

90～
284

406
243～

517
710

農
業
用
水
路

32
30

16~
20

24
22～

26
29

上
下
水
道・工

業
用
水
道

18
16

小
計

1,705
1,444

（
106～

304）
（

430）
（

265～
543）

（
739）

熱
水
資
源
開
発

150℃
以
上

636
51~

408
152～

434
459

120～
150℃

108
33

0
0

0
0

53～
120℃

849
751

0
0

0
0

温
泉
発
電

（
72）

（
72）

57~
68

72
小
計

3,314
1,420

108～
476

518
152～

434
459



る
。
以
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
（
４
）、

同
社
設
立
の
背
景
は
、
飯
田
市
が
提
案
し
た
太
陽
光
発
電
な
ど
に
市
民
と
共
同
で
取
り
組
む
事
業

案
が
、
環
境
省
の
二
〇
〇
四
年
度
の
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
三
年
間
で
四
億
円
の
補
助
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
が
、
事
業
を
担
う
企
業
が
現
れ
ず
、
太
陽
光
発
電
事
業
を
営
ん
で
い
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
進
歩
」
が
事
業
の
受
け
皿
と
な
り
、
同
社
を
設
立
し
た
。
現
在
、
同
社
は
、
二
〇
〇
五
年
に
南
信
州

お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
、
二
〇
〇
七
年
に
温
暖
化
防
止
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
、
二
〇
〇
九
年
に
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
二
〇
〇
九
（
そ
れ

ぞ
れ
二
億
一
五
〇
万
円
、
四
億
六
二
〇
〇
万
円
、
七
五
二
〇
万
円
）
を
募
集
し
、
現
在
こ
れ
ら
三
つ
の
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
南
信
州
に
一
六
二
か
所
に
パ
ネ
ル
設
置
、
総
出
力
は
一
三
〇
〇
kW
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
同
社
が
募
集
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
る
小
水
力
発
電
事
業
が
、「
立
山
ア
ル
プ
ス
小
水
力
発
電
事
業
」
で
あ
る
。
同
フ

ァ
ン
ド
は
、
富
山
県
の
立
山
ア
ル
プ
ス
を
水
源
と
す
る
小
早
月
川
に
建
設
さ
れ
る
小
水
力
発
電
事
業
（
最
大
出
力
一
〇
〇
〇
kW
）
に

総
額
一
一
億
円
の
投
資
を
行
う
（
た
だ
し
、
市
民
出
資
分
は
最
大
七
億
八
一
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
残
り
は
環
境
省
平
成
二
一
年
度
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
象
事
業
補
助
金
に
よ
っ
て
充
当
さ
れ
る
）。
こ
の
事
業
対
象
地
域
の
早
月
川
は
、
水
量
豊
富
で
、
平
均
勾
配

八
・
三
％
の
全
国
屈
指
の
急
流
で
あ
り
、
そ
の
支
流
が
小
早
月
川
で
あ
る
。
こ
こ
に
小
水
力
発
電
設
備
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
発
電
事
業
は
、
特
定
規
模
電
気
事
業
者
（Pow

er
Producer

and
Supplier：

Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
も
し
く
は
北
陸
電
力
に
対
し
て
、

料
金
単
価
を
設
定
・
契
約
し
た
上
で
、
売
電
を
行
う
こ
と
で
収
益
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
募
集
時
点
で
の
買
い
取
り
価
格
は
、
一
二

円/kW
h

を
基
本
に
契
約
交
渉
を
行
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
こ
の
金
額
が
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
）。
買
い
取
り
に
つ
い
て
は
、
同

事
業
は
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
（
５
）

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

同
フ
ァ
ン
ド
は
、
匿
名
組
合
で
あ
り
、
開
発
（
建
設
）
事
業
お
よ
び
発
電
事
業
に
出
資
す
る
Ａ
号
匿
名
組
合
と
、
開
発
（
建
設
）

事
業
の
み
に
出
資
す
る
Ｂ
号
匿
名
組
合
に
わ
か
れ
る
。
Ａ
号
匿
名
組
合
は
、
募
集
金
額
（
最
大
）
五
・
八
億
円
で
あ
り
、
出
資
期
間
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は
二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
九
年
（
た
だ
し
、
分
配
金
計
算
期
間
は
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
九
年
）、
申
込
単
位
五
〇
万
円
、
目
標
年

間
利
回
り
三
％
、
募
集
期
間
二
〇
一
〇
年
九
月
〜
二
〇
一
二
年
三
月
末
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
号
匿
名
組
合
は
、
募
集
金
額
（
最
大
）

二
億
一
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
出
資
期
間
は
二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
二
年
（
分
配
金
計
算
期
間
も
同
じ
）、
申
込
単
位
三
〇
〇
万
円
、

目
標
年
間
利
回
り
七
％
、
募
集
期
間
二
〇
一
〇
年
九
月
八
日
〜
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
六
日
で
あ
っ
た
（
す
で
に
募
集
終
了
）。
出

資
の
リ
ス
ク
や
手
数
料
な
ど
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
同
社
が
募
集
の
取
り
扱
い
を
行
っ
た
、
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド

と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
発
電
事
業
の
事
業
主
体
は
、
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
発
電
で
あ
る
。
同
社
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
富
山
県

下
の
個
人
が
出
資
し
て
設
立
さ
れ
、
富
山
県
滑
川
市
に
本
社
を
置
く
、
小
水
力
発
電
事
業
者
で
あ
る
。
同
社
は
、
二
〇
〇
六
年
ご
ろ

か
ら
早
月
川
支
流
の
砂
防
ダ
ム
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
事
業
を
計
画
し
て
お
り
（
６
）、

こ
の
事
業
も
そ
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。

フ
ァ
ン
ド
の
分
配
金
支
払
計
画
は
、
Ａ
号
出
資
者
の
場
合
、
一
〜
六
年
目
ま
で
利
益
配
当
（
目
標
利
回
り：

三
％
）
と
元
本
の
分

割
返
済
が
行
わ
れ
、
七
年
目
に
利
益
分
配
と
元
本
残
額
の
全
額
償
還
が
行
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
口
出
資
五
〇
万
円
の
場
合
、

一
〜
六
年
目
は
、
毎
年
一
万
五
〇
〇
〇
円
の
出
資
金
返
済
と
各
年
毎
の
出
資
残
高
に
応
じ
た
利
益
分
配
（
一
万
五
〇
〇
〇
円
〜
一
万

二
七
五
〇
円
）
が
行
わ
れ
、
七
年
目
に
出
資
金
残
高
四
一
万
円
お
よ
び
そ
の
残
高
に
応
じ
た
利
益
分
配
（
一
万
二
三
〇
〇
円
）
が
行

わ
れ
る
。
な
お
、
目
標
と
す
る
利
益
を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の
不
足
額
は
次
期
以
降
の
現
金
分
配
で
補
填
さ
れ
る
。
他
方
、
Ｂ
号
出

資
者
は
、
二
〇
一
〇
年
の
払
い
込
み
に
対
し
て
、
二
〇
一
二
年
六
月
末
に
元
利
一
括
し
て
現
金
分
配
が
行
わ
れ
る
（
図
表
２
参
照
）。

直
近
時
点
の
募
集
状
況
は
、
累
計
六
億
一
八
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
る
（
二
〇
一
一
年
七
月
二
七
日
現
在
）
（
７
）。

ま
た
、
六
月
末
で

工
事
進
捗
は
約
六
〇
％
（
建
屋
完
成
、
タ
ー
ビ
ン
お
よ
び
水
路
に
導
水
管
設
置
中
）
で
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
売
電
先
は
、
特
定
規
模
電
気
事
業
者
の
株
式
会
社
エ
ネ
ッ
ト
に
確
定
し
、
す
で
に
最
終
契
約
書
を
締
結
し
て
い
る
。
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３
　
備
前
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
の
事
例

こ
こ
で
紹
介
す
る
「
備
前
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
」（
岡
山
県
備
前
市
吉
永
町
）
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
省
エ
ネ
製
品
の
導
入
促
進
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
り
、
市
民
出
資
型

の
フ
ァ
ン
ド
も
活
用
し
て
き
た
実
績
を
有
し
て
い
る
。

同
社
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の

設
立
の
背
景
は
、
約
二
〇
年
前
に
産
廃
処
理
場
を
住
民
投
票

で
阻
止
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
同
市
で
は
、
こ
の
市
民

運
動
が
契
機
と
な
っ
て
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

同
市
は
二
〇
〇
五
年
度
環
境
省
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の

た
め
の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
の

推
進
主
体
は
、「
備
前
み
ど
り
の
ま
ほ
ろ
ば
協
議
会
」
で
あ
り
、

そ
の
傘
下
の
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、
同
社
で

あ
る
。

同
社
の
経
営
理
念
は
、「
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
を
通
じ
て
、
環
境
に
優
し
い
豊
か
な
人
間
社

会
を
実
現
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

（25）

図表２　「立山アルプス小水力発電事業」の分配金支払い計画

（出所）「おひさまエネルギーファンド」ＨＰ、http://www.ohisama-fund.jp/contents/fund_system.
html、参照。

A号出資の分配イメージ
円

2010.09～
2011.3

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 年

A号出資7年目
利益分配に加えて元本の全額償還を行う

A号の1～6年目
現金分配を利益配当と
元本返済の両方に充てる

元本返還想定額

利益分配金：年間分配目標利回り3％

現金分配の計画　スケジュール

元
本
返
還

払
い
込
み

利益分配想定額

2013年6月末に利益分配・元本一部返済を
開始し、2019年6月末に「最終償還金」す
なわち最後の利益分配と残額の元本償還
を現金分配する計画です。

＊上記の現金分配計画図は、本書作成日時点の事業計画と契約上の分配ルールに基づき作成したものであり、将来
を保証するものではありません。

B号出資の分配イメージ
円

2010
2011 2012 年

2年目（B号償還日）
契約期間全体の利益分配に
加えて元本の償還を行う

元本返還想定額

利益分配金：年間分配目標利回り7％

現金分配の計画　スケジュール

元
本
返
還

払
い
込
み

利益分配想定額

2012年6月末に元利一括して契約期間全
体の現金分配を行う計画です。



指
す
」
こ
と
で
あ
り
、
経
営
の
主
軸
は
、
省
エ
ネ
・
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
で
あ
る
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
は
、E

nergy
Service

C
om

pany

の
略

称
）。
こ
の
事
業
は
、
同
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
象
企
業
ま
た
は
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
把
握
し
、
快
適
性
の
向
上
・
光
熱
費

の
省
コ
ス
ト
化
・C

O
2

排
出
削
減
等
の
た
め
に
最
適
な
設
備
を
組
み
合
わ
せ
て
導
入
し
、
そ
れ
ら
設
備
の
運
転
・
維
持
・
管
理
・
資

金
調
達
な
ど
を
総
合
的
に
手
掛
け
る
。
さ
ら
に
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
の
申
請
な
ど
も
併
せ
て
行
う
。
さ
ら
に
、
同
社
で
は
、
単
な

る
省
エ
ネ
事
業
と
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
区
別
し
て
お
り
、
後
者
は
、
省
エ
ネ
に
よ
る
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
金
額
を
保
証
し
て
お
り
、
こ
れ

を
超
過
し
た
場
合
は
、
対
象
企
業
な
い
し
施
設
に
対
し
て
超
過
分
が
支
払
わ
れ
る
。

具
体
例
と
し
て
は
、
図
表
３
の
事
例
の
よ
う
に
、
改
修
前
の
年
間
コ
ス
ト
六
六
七
〇
万
円
を
三
七
八
〇
万
円
に
削
減
す
る
計
画
を

立
案
し
、
設
備
の
改
修
を
遂
行
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
間
二
八
九
〇
万
円
の
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
と
な
る
が
、
改
修
後
一
一
年

間
は
、
コ
ス
ト
削
減
分
の
う
ち
二
四
四
〇
万
円
を
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
料
と
し
て
同
社
が
徴
収
す
る
た
め
、
対
象
事
業
者
（
市
）
の

利
益
は
四
五
〇
万
円
と
な
る
。
こ
こ
で
徴
収
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
料
に
は
、
設
備
リ
ー
ス
料
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、
保
険
料
、
租
税
、

同
社
利
益
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
契
約
で
は
一
一
年
が
経
過
す
る
と
、
一
二
年
目
か
ら
当
該
設
備
は
対
象
事
業
者
の
帰
属
と

な
る
た
め
、
上
記
サ
ー
ビ
ス
料
は
不
要
と
な
り
、
対
象
事
業
者
の
コ
ス
ト
削
減
は
二
八
九
〇
万
円
と
な
る
。
設
備
の
減
価
償
却
期
間

を
一
五
年
と
す
る
と
、
対
象
事
業
者
の
利
益
は
一
億
二
〇
〇
万
円
と
な
る
。
こ
の
事
例
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
、
図
表
４
の
よ
う

に
、
工
事
費
用
は
二
億
五
七
〇
〇
万
円
で
、
そ
の
う
ち
補
助
金
は
半
額
の
一
億
二
八
六
〇
万
円
で
、
残
り
が
新
規
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

と
な
る
。
対
象
事
業
者
は
、
こ
の
工
事
費
用
を
一
一
年
間
に
わ
た
り
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
料
と
し
て
支
払
い
、
そ
の
後
は
こ
れ
が
不

要
と
な
る
た
め
、
対
象
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ほ
ぼ
補
助
金
額
相
当
と
な
る
。

な
お
、
こ
の
事
例
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
が
設
備
投
資
を
代
行
す
る
方
式
（
シ
ェ
ア
ー
ド
方
式
）
（
８
）

で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者

は
対
象
事
業
者
に
設
備
を
リ
ー
ス
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
た
め
の
資
金
調
達
が
必
要
と
な
る
。
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同
社
で
は
、
上
記
協
議
会
と
と
も
に
、
設
立
当
初
か
ら

「
備
前
み
ど
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、

市
民
出
資
を
募
っ
た
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
一
口
一
〇
万

円
で
目
標
配
当
年
間
二
・
一
％
の
Ａ
号
と
、
一
口
五
〇
万

円
で
同
二
・
六
％
の
Ｂ
号
か
ら
な
り
、
一
〇
年
契
約
の
Ａ

号
は
三
〇
〇
〇
口
、
一
五
年
契
約
の
Ｂ
号
は
三
八
〇
口
、

総
額
四
億
九
〇
〇
〇
万
円
を
二
〇
〇
六
年
三
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
募
集
し
、
交
付
金
四
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
併
せ

て
の
運
用
を
計
画
・
実
施
し
た
。
こ
こ
に
は
、
先
の
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
の
設
備
投
資
資
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

市
民
出
資
分
は
結
果
的
に
募
集
目
標
金
額
を
下
回
っ
た
金

額
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
運
用
実
績
は
現
時
点
ま
で

計
画
通
り
に
推
移
し
て
い
る
。

な
お
、
市
民
出
資
を
募
っ
た
の
は
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
だ

け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
資
金
調
達
は
主
に
地
方
銀
行
を
中

心
と
し
た
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
で
あ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
市
民
出
資
が
目
標
通
り
集
ま
ら
な
か
っ
た

だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
借
入
の
方
が
調
達
コ
ス
ト
が
安

（27）

図表３　備前グリーンエネルギー株式会社のESCO事例

（資料）同社「ESCO事業の概要」より。

事例：提案概要（シェアード方式） 
●ESCO事業（例）：プロポーザル優秀賞（次点）の提案
補助金ありの場合をモデルとした場合、ESCO契約期間を15年として算出すると
以下の事業となる。  

改修前
年間コスト

6670万円

改修後
年間コスト

3780万円

年間削減
コスト

2890万円

11年目まで 12年目から

年間ESCO
サービス料
2440万円

市の利益
450万円

市の利益

2890万円
サービス料が
不要となる

※メンテ・維持費
は必要

15年間の利益総額

1億200万円

省コスト2890万円（43%）と
CO2を730t（43%）削減！



い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
同
社
で
は
市
民
出
資

を
募
る
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

４
　
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
事
例

上
記
の
よ
う
な
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
で
は
な
く
、
民
間

金
融
機
関
や
商
社
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
（
９
）。

二
〇
〇
四
年
九
月
、
同
社
は
三
菱
商
事
、
住
友
信
託
銀
行
、

住
商
リ
ー
ス
な
ど
の
出
資
（
各
一
億
円
）
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
（
そ
の
後
、
日
本
生
命
、
ニ
ッ
セ
イ
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
大

和
企
業
投
資
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
が

出
資
し
、
資
本
金
は
九
億
一
五
〇
〇
万
円
）。
同
社
社
長
・
堀

俊
夫
氏
は
、
ト
ー
メ
ン
（
現
、
豊
田
通
商
）
勤
務
の
経
験
を

持
ち
、
電
力
事
業
本
部
長
と
し
て
風
力
発
電
事
業
を
立
ち
上

げ
、
さ
ら
に
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
10
）

の
代

表
取
締
役
会
長
と
し
て
風
力
発
電
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た

実
績
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
砂
漠
に
、
当
時
世
界
最
大
の
風
力
発
電
施
設
（
六

（28）

図表４　同事例のキャッシュフロー（通期）

（資料）同社「ESCO事業の概要」より。

キャッシュフロー（通期）
●工事金額と補助金の関係性、年間ESCOサービス料の算出について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※補助ありのケース

2億5720万円工事合計金額
（税抜）

工事合計
金額

2億5720万円
（税抜）

補助金
（１／２）

 1億2860万円

ファイナンス

1億2860万円

サービス料
11年目まで

金利

2440万円⑪

2440万円⑩

2440万円⑨

2440万円⑧

2440万円⑦

2440万円⑥

2440万円⑤

2440万円④

2440万円③

2440万円②

2440万円①

サービス料
12年目以降不要

ESCOサービス料
合計2億6825万円

市のメリット

獲得補助金額に
近い金額が
収入となる。



六
〇
基
、
一
六
・
五
万
kW
）
を
建
設
し
た
。
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
背
景
と
し
て
、
同
社
を
設
立
し
た
。
な
お
、
堀
氏
以
外
の
常

勤
役
員
も
、
ト
ー
メ
ン
勤
務
の
経
験
を
有
し
、
多
く
は
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
勤
務
の
経
験
を
有
し
て
い
る
。

同
社
の
取
り
組
み
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
全
般
、
同
事
業
の
フ
ァ
ン
ド
組
成
・
運
用
・
管
理
、
同
じ
く
証

券
化
、
同
じ
く
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
が
、
現
在
は
風
力
発
電
事
業
に
特
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
は
個
別
案
件
ご
と
の
証

券
化
を
構
想
し
て
い
た
が
、
金
額
規
模
が
小
さ
く
、
流
動
性
が
確
保
し
に
く
い
た
め
、
証
券
化
は
見
直
し
、
現
在
は
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
の
よ

う
な
上
場
フ
ァ
ン
ド
を
検
討
し
て
い
る
。

な
お
、
同
社
の
風
力
発
電
事
業
の
大
半
は
、
海
外
で
展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
現
在
、
海
外
案
件
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
で
あ
り
、
操
業
中
の
国
内
案
件
は
高
知
県
大
月
町
の
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
社
設
立
当
初
に
お
い
て
、
国
内
案
件
が
伸
び
ず
、
海
外
案
件
の
比
重
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
同
社
の
国

内
案
件
が
伸
び
な
か
っ
た
要
因
は
、
以
下
で
あ
る
。
①
国
内
で
は
電
力
会
社
と
売
電
契
約
を
締
結
す
る
際
、
多
く
は
抽
選
で
発
電
事

業
者
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
抽
選
の
競
争
率
が
高
い
た
め
、
事
業
開
始
の
予
見
可
能
性
は
低
い
。
つ
ま
り
、
抽
選
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
風
況
調
査
や
環
境
ア
セ
ス
、
事
業
試
算
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
多
大
な
労
力
と
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
が
、
落
選
し
た
場

合
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
は
回
収
で
き
な
い
。
②
海
外
に
比
べ
て
国
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
市
場
成
熟
度
が
低
く
、

資
金
調
達
が
難
し
か
っ
た
。
特
に
、
海
外
で
は
建
設
段
階
か
ら
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
ロ
ー
ン
が
得
ら
れ
る
の
に
対
し
、
国
内
で
は
自
己
資

金
で
賄
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

同
社
の
国
内
案
件
と
し
て
は
、
大
月
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
知
県
大
月
町
宿
毛
湾
で
、
一
二
基
の
風
車
（
一

万
二
〇
〇
〇
kW
、
総
工
費
二
五
億
円
）
を
建
設
し
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
完
工
し
た
事
業
で
あ
る
。

他
方
、
同
社
の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
、「G

reen
Pow

er
D

evelopm
ent

F
und

」
が
あ
る
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
風
力
発
電
の
開

（29）



発
段
階
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
で
あ
り
、
同
社
株
主
で
あ
る
、
三
菱
商
事
、
住
友
信
託
銀
行
、
日
本
生
命
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
か

ら
総
額
二
〇
〇
億
円
の
出
資
を
得
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
約
九
〇
〇
Ｍ
Ｗ
（
総
事
業
費
二
五
〇
〇
億
円
規
模
）
の
開
発

案
件
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
と
め

以
上
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
と
機
関
投
資
家
向
け
大
型
フ
ァ
ン
ド
を
考
察
し

た
。市

民
出
資
型
は
、
市
民
の
環
境
意
識
向
上
を
促
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促
す
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
パ
ワ
ー
三
原
則
」
に
則
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
も
重
要
な
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
原
則
と
は
、

①
地
域
の
利
害
関
係
者
が
全
部
も
し
く
は
過
半
数
の
所
有
権
を
有
す
る
、
②
意
思
決
定
は
地
域
に
根
差
し
た
機
関
が
行
う
、
③
社
会

的
・
経
済
的
便
益
は
地
域
に
分
配
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
数
年
前
か
ら
世
界
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
（W

orld
E

nergy

Pow
er

A
ssociation

）
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
議
論
を
積
み
重
ね
、
今
年
五
月
に
採
択
・
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
11
）、

風
力

だ
け
で
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
を
導
入
・
拡
大
す
る
上
で
、
重
要
な
指
針
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
反
面
、
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
は
、
出
資
者
が
小
口
分
散
し
て
い
る
た
め
資
金
調
達
コ
ス
ト
や
労
力
が
多
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
出
資
総
額
は
小
規
模
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
数
の
施
設
を
建
設
・
運
用
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
分
散
を

図
る
こ
と
が
難
し
い
面
が
あ
る
。
ま
た
、
一
般
の
市
民
が
出
資
者
と
な
っ
た
場
合
、
フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
に
対
す
る
理
解
が
十
分

で
な
く
、
こ
れ
が
調
達
・
運
用
側
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
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他
方
、
大
規
模
な
フ
ァ
ン
ド
は
、
金
融
機
関
や
機
関
投
資
家
か
ら
巨
額
の
資
金
を
集
め
る
た
め
、
資
金
調
達
の
効
率
性
が
高
く
、

調
達
コ
ス
ト
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
巨
額
の
資
金
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
た
場
合
、
リ
ス
ク
分
散
を
図
る
こ

と
も
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
投
機
的
資
金
が
流
出
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
三
原
則
に
則
っ
た
取
り
組
み
か
ら
乖
離
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

の
立
地
地
域
は
、
単
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
地
と
な
り
、
そ
の
便
益
が
必
ず
し
も
地
域
に
還
元
さ
れ
な
い
危
険
性
も
考
え
ら
れ

る
。こ

の
よ
う
に
両
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
今
後
の
一
国
全
体
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
・
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な
フ
ァ
ン
ド
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
役
割
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
に
三
原
則
を
と
り
こ
ん
で
い
く
か
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
地
域

と
の
親
和
性
を
強
め
、
地
域
社
会
や
地
域
経
済
とw

in-w
in

の
関
係
を
築
い
て
い
け
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
課

題
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
地
域
再
生
・
活
性
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
結
び
つ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
謝
辞
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
永
田
光
美
氏
（
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
株
式
会
社
）、
山
口
卓
勇
氏
（
備
前
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
）、
吉
崎
昭
一
氏
（
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
）
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
有
益
な
情

報
と
示
唆
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
二
〇
一
一
』、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
、
四
ペ

（31）



ー
ジ
、
に
よ
る
。

（
２
）

環
境
省
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w

.env.go.jp/earth/report/h23-03/index.htm
l

、
参
照
。

（
３
）

Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
は
、F

eed-in
T

ariff

の
略
で
あ
り
、
標
準
的
な
コ
ス
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
取
価
格
（T

ariff

）
を
法
律
で

固
定
価
格
に
設
定
す
る
こ
と
で
そ
の
普
及
を
促
す
制
度
で
あ
る
。
世
界
七
〇
カ
国
以
上
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
施
策
効
果
が
評
価
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か
ら
固
定
価
格
制
度
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
①
太
陽
光
発
電
に
限
定
さ
れ
て

い
る
、
②
系
統
へ
の
優
先
接
続
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
③
固
定
枠
制
度
と
併
設
さ
れ
て
い
る
、
等
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

大
島
堅
一
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
治
経
済
学
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
六
一
〜
二
六
三
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
４
）

拙
稿
「
風
力
・
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
の
展
開
―
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
を
中
心
に
―
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
二
〇
一
〇
年
八
月
、
参
照
。

（
５
）

Ｒ
Ｐ
Ｓ
と
は
、R

enew
able

Portfolio
Standard

の
略
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
割
合
の
基
準
を
意
味
す
る
。
こ
の
利
用
割
合

を
高
め
る
た
め
、
二
〇
〇
三
年
四
月
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
通
称：

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
）
が

施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
電
気
事
業
者
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
か
ら
発
電
さ

れ
る
電
気
を
一
定
割
合
以
上
利
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
）

『
日
刊
工
業
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
七
日
、
参
照
。

（
７
）

お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w

.ohisam
a-fund.jp/contents/tree.htm

l

、
参
照
。

（
８
）

こ
れ
に
対
し
て
、
対
象
事
業
者
が
直
接
金
融
機
関
等
か
ら
資
金
調
達
（
借
入
）
を
行
い
、
設
備
投
資
を
行
う
方
式
は
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー

ド
方
式
と
よ
ば
れ
る
。

（
９
）

同
社
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
風
力
・
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
の
展
開
―
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
を
中
心
に
―
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
二
〇
一

〇
年
八
月
、
に
お
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
本
稿
執
筆
に
際
し
、
同
社
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
改
め
て
同

（32）



社
を
取
り
上
げ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
加
え
て
紹
介
す
る
。

（
10
）

一
九
八
六
年
一
〇
月
、
ト
ー
メ
ン
グ
ル
ー
プ
の
電
力
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ェ

ー
ル
ズ
、
イ
タ
リ
ア
南
部
、
ス
ペ
イ
ン
・
ガ
リ
シ
ア
州
、
北
海
道
苫
前
町
な
ど
で
風
力
発
電
所
を
建
設
し
た
。
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
ト

ー
メ
ン
パ
ワ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
し
て
分
社
化
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
東
京
電
力
の
出
資
を
五
〇
％
受
け
入
れ
、
ユ
ー
ラ
ス

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
商
号
を
変
更
し
、
現
在
の
出
資
比
率
は
東
京
電
力
六
〇
％
、
豊
田
通
商
四
〇
％
で
あ
る
。

（
11
）

W
orld

E
nergy

Pow
er

A
ssociation,http://w

w
w

.w
w

indea.org/hom
e/index.php?option=

com
_content&

task=
view

&
id=

309&
Item

id=
40

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）

（33）


